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事
前
に

準
　
　
備

被
害
を
最
少
限
こ壱

い
よ
い
よ
台
風
シ
ー
ズ
ン
で
す

　
い
よ
い
よ
本
格
的
な
台
風
シ
ー
ズ

ン
に
入
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
既
に
、
八
月
十
四
日
、
長

崎
市
に
上
陸
し
た
台
風
九
号
な
ど
日

本
各
地
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
市
内
で
は
、
幸
い
に
も
こ

の
台
風
に
よ
る
被
害
は
出
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
過
去
に
お
い
て
は
、
伊
勢

湾
台
風
（
昭
和
三
十
四
年
九
月
二
十

六
日
）
第
二
室
戸
台
風
（
昭
和
三
十

六
年
九
月
十
六
日
）
十
三
号
サ
ラ
台

風
（
昭
和
三
＋
七
年
八
月
二
十
一

日
）
な
ど
で
大
き
な
被
害
を
出
し
ま

し
た
。

　
特
に
昭
和
三
十
六
年
九
月
十
六
日

の
第
二
室
戸
台
風
で
は
、
当
市
で
瞬

間
最
大
風
速
二
十
六
厨
を
記
録
、
多

数
の
家
屋
が
倒
壊
し
、
死
者
一
名
、

重
傷
者
三
名
を
出
す
と
い
う
未
曽
有

の
大
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

第二室戸台風で被害を受けた越後交通宿直室

台
風
は
九
月

中
、
下
旬
に
集
中

　
こ
の
と
こ
ろ
、
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
す
猛
烈
台
風
は
九
月
一
日
の
二

百
十
日
よ
り
、
む
し
ろ
つ
ぎ
の
よ
う

に
九
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
多

く
来
襲
し
て
い
ま
す
。

▽
昭
和
2
9
年
9
月
2
6
日
目
洞
爺
丸
台

風
▽
昭
和
3
3
年
9
月
2
6
日
目
伊
勢
湾

台
風
▽
昭
和
3
6
年
9
月
16
H
目
第
二

室
戸
台
風
▽
昭
和
3
9
年
9
月
2
5
日
H

二
＋
号
台
風
▽
昭
和
41

年
9
月
2
4
、

25
日
目
二
十
四
、
二
f
六
号
台
風

　
こ
と
し
の
新
潟
地
方
気
象
台
の
長

期
予
報
に
よ
れ
ば
、
台
風
は
九
月
中

に
一
～
』
個
接
近
ま
た
は
上
陸
す
る

も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
も
し
不
幸
に
し
て
、
災
告
が
発
生

し
た
場
合
、
被
害
を
最
少
限
に
喰
い

止
め
る
よ
う
事
前
に
万
全
の
準
備
が

大
切
で
す
。
そ
こ
で
台
風
が
近
す
い

た
時
の
用
意
を
甲
し
述
べ
ま
す
－

台
風
情
報
に
注
意

▽
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
等
の
台
風
情
報

を
よ
く
聞
き
、
気
象
状
侃
を
良
く
の

み
こ
ん
で
お
く
こ
と
。

、
∀
看
板
や
板
べ
い
、
煙
突
な
ど
は
あ

ら
か
じ
め
補
強
し
、
倒
れ
な
い
よ
う

一
に
す
る
こ
と
。

一▽
窓
や
雨
戸
が
風
ば
さ
れ
て
、
家
の

中
に
風
が
吹
き
こ
む
と
、
木
造
の
家

㎜
屋
は
案
外
も
ろ
く
倒
れ
る
こ
と
が
多

一
い
の
で
注
意
し
た
い
。

▽
渠
し
や
す
い
農
径
ん
で
い

…
る
人
は
、
夜
で
も
安
全
な
場
所
に
避

一
難
で
き
る
よ
う
道
順
や
場
所
を
前
も

　
っ
て
考
え
て
お
く
。

▽
停
電
に
備
え
、
懐
中
電
灯
、
携
帯

、
ラ
ジ
オ
な
ど
を
用
意
し
て
お
く
こ
と

▽
さ
し
あ
た
り
の
生
活
に
必
要
な
最

小
限
の
品
物
（
現
金
、
印
鑑
、
証
書

飲
料
水
、
食
糧
、
医
薬
品
な
ど
）
を

い
つ
で
も
持
ち
出
せ
る
よ
う
用
意
し

て
お
く
。

　
　
避
難
す
る
と
き

　
　
の
注
意

▽
火
の
始
末
や
戸
締
り
を
よ
く
す
る

▽
警
察
や
市
か
ら
出
さ
れ
る
命
令
に

十
分
注
意
し
、
指
爪
に
従
ン
、
行
動

す
る
こ
と
。

　
　
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
皿
新
座
と
大
井
田
両
小
学
校
　
㎜

47

年
度
実
質
統
合
を
目
ざ
す

東
小
建
設
協
議
会
（
仮
称
）
を
発
足

　
懸
案
の
新
座
、
大
井
田
両
小
学
校

の
統
合
問
題
は
去
る
六
月
二
十
三
口

両
校
学
区
民
の
代
表
者
三
十
六
人
が

市
役
所
で
話
し
合
っ
た
結
果
、
両
学

区
民
を
一
体
と
し
た
東
小
学
校
建
設

協
議
会
（
仮
称
）
を
設
置
し
て
統
合

実
現
の
た
め
の
推
進
に
努
力
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

九
月
中
旬
か
ら
実
地
調
査

45

年
度
建
築
家
屋

　
近
年
、
住
宅
な
ど
の
建
築
ブ
ー
ム

は
全
国
的
な
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
本
市
で
も
、
過
去
五
ヵ
年
間
に

つ
い
て
み
ま
す
と
、
昭
和
四
十
年
の

建
築
家
屋
が
五
百
五
十
八
に
対
し
、

昨
任
は
千
百
八
十
五
と
約
二
倍
の
増

加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
も
、
建
築
家
屋
の
完
成
が
、

ほ
と
ん
ど
雪
降
り
前
後
に
集
中
す
る

た
め
、
ほ
ぽ
半
数
が
翌
年
調
査
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
固
定
資
産
税
第
二
期

で
更
正
を
行
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

納
税
者
の
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
今

年
は
九
月
中
旬
か
ら
調
査
を
開
始
し

ま
す
。

　
追
っ
て
係
員
が
建
築
家
屋
の
調
査

に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
つ
ぎ
の
こ

と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
不
在
に
な
る
場
合
の
多
い

方
は
、
都
合
の
よ
い
日
を
前
も
っ
て

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
の
都
合
の
よ
い
日
に
伺
う

よ
う
に
し
ま
す
。

（
土
曜
日
の
午
後
及
び
日
曜
日
を
除

く
）

一
、
家
屋
の
、
外
内
部
全
般
を
調
査

　し

ま
す
。
　
（
所
要
時
間
は
一
～
二

時
間
）

二
、
家
屋
を
取
り
こ
わ
す
だ
け
で
、

　増改

築
の
な
い
と
き
は
、
除
却
届

　
を
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
届
出
が

　
ゆ
い
と
取
り
こ
わ
し
部
分
に
課
税

　
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

三
、
事
前
に
調
べ
て
お
い
て
い
た
だ

　
き
た
い
こ
と
。

ω
家
屋
の
所
在
地
番
と
納
税
義
務
者

　
家
屋
番
号
、
完
工
月
日

回
自
家
用
材
使
用
の
有
無

の
古
材
を
使
用
さ
れ
た
と
き
は
部
分

別
使
用
割
合

連
絡
先
　
市
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
　
　
（
電
話
七
局
三
コ
一
番
）

　
こ
れ
ま
で
の
同
協
議
会
の
活
動
は

敷
地
選
定
に
つ
い
て
の
地
主
変
渉
な

ど
を
行
な
う
た
め
去
る
七
月
七
口
、

小
委
員
会
を
結
成
、
以
来
三
回
目
の

小
委
員
会
を
去
月
十
二
日
市
役
所
で

開
催
、
学
校
用
地
の
問
題
な
ど
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果

校
舎
建
築
予
定
地
は
現
在
の
新
座
、

大
井
田
小
学
校
の
中
間
地
点
と
す

る
。
川
貝
収
用
地
は
、
お
よ
そ
一
万
六

千
五
百
平
方
層
な
い
し
二
万
六
千
四

百
平
方
層
と
す
る
。
統
合
は
、
昭
和

四
十
六
年
四
月
名
目
統
合
、
昭
和
四

十
七
年
四
月
実
質
統
合
を
目
標
に
取

り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
わ
、
こ
の
協
議
会
は
、
統
合
校

舎
の
建
築
予
定
地
や
土
地
の
買
収
価

格
な
ど
を
協
議
し
た
り
、
市
と
協
力

統
合
校
舎
の
早
期
建
築
な
ど
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
四
十
五
年
度
の
新
座
小
学
校

と
大
井
田
小
学
校
の
児
童
数
及
び
学

級
数
は
、
新
歴
小
学
校
が
七
学
級
、

万
博
で
f
口

町
小
唄
披
露

　
　
　
　
　
　
　
　
人
類
の

㌍
　
　
進
歩
と
調

　メフルケ⊃＿＿

　
O

O
⊂）

和
を
テ
ー

マ
に
六
ヵ

月
間
に
わ

た
り
繰
り

広
げ
ら
れ

は
九
月
十
三
日
幕
を
と
じ
ま
し
た
。

こ
の
六
ヵ
月
間
で
入
場
者
は
日
本
総

人
口
の
約
五
十
八
％
に
あ
た
る
六
千

万
人
を
突
破
し
た
と
云
わ
れ
て
い
ま

－
　
O
J　

地
．
兀
で
も
、
去
る
七
月
二
十
六
日

か
ら
三
日
問
、
万
博
会
場
の
地
方
自

治
体
会
館
で
十
日
町
小
唄
を
披
露

し
、
十
日
町
織
物
等
の
宣
伝
も
行
な

い
ま
し
た
。

十
〆
当
り
百
キ
。
4
を
見
込
む

細
尾
ホ
ッ
ブ
の
収
穫

　
細
尾
ホ
ッ
プ
生
産
組
合
（
栽
培
面

積
十
・
一
⑫
）
で
は
、
去
月
十
八
日

夢去
る
一
日
、
交
通
安
全
協
会
と
運
転

者
協
会
と
の
合
併
を
記
念
し
て
、
交

通
安
全
運
動
の
推
進
宣
．
．
、
口
を
行
な
い

優
良
運
転
者
百
†
一
名
を
表
彰
、
引

た
万
国
博
か
ら
ホ
ッ
ブ
の
収
穫
作
業
が
宴
わ
き
り
づ
き
肉
宍
レ
ー
ド
し
ま
し
一

　
　
　
　
れ
三
＋
四
戸
の
農
塚
が
共
同
マ
ホ
た
こ
の
パ
レ
叢
葦
峯

　
　
　
　
ッ
ブ
の
枝
窃
り
虜
花
摘
機
に
名
が
参
加
し
・
警
響
楽
隊
を
釜

　
　
　
　
か
け
乾
燥
、
出
荷
（
一
袋
八
キ
。
）
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
ま
し
た
。
今
年
の
収
穫
は
十
〆
当
り

百
キ
影
ラ
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
以
下
、
十
ア
”
蝸
り
の
収
穫
を
年
度

別
に
見
る
と
つ
ぎ
の
と
お
り

昭
和
四
十
三
年
度
　
　
百
．
二
十
計
移

昭
和
四
十
四
年
度
　
　
四
十
キ
。
膠

昭
和
四
十
五
年
度
　
　
百
キ
。
移

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
見
込
）

交
通
安
全
パ
レ
ー

ド
を
実
施

　
十
日
町
地
区
変
通
安
企
協
会
は
、

児
童
数
二
百
九
人
、
大
井
田
小
学
校
．

が
八
学
級
、
児
硫
数
二
百
五
十
五
人

と
な
っ
て
い
る
か
、
両
校
を
統
合
し

東
小
学
校
（
仮
称
V
と
し
た
場
合
の
学

級
数
及
び
児
童
数
は
、
昭
和
四
卜
五

年
度
が
、
十
三
学
級
、
児
童
数
四
百

六
十
四
人
。
昭
利
四
十
九
年
は
十
五

学
級
、
児
童
数
五
白
六
卜
人
と
な

り
、
五
年
後
に
は
、
学
級
数
二
、
児

童
数
九
十
六
人
の
増
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

飲
酒
運
転
を
全
面
禁
止

　
　
　
　
　
　
　
道
路
交
通
法
を
改
正

　去月二

十
日
施
行
の
改
正
道
交
法

は
、
飲
酒
運
転
の
全
面
禁
止
と
罰
則

下
条
地
区
に
公
立
保
育
所

　
　
　
　
　
　
　
完
成
は
n
月
中
旬
の
予
定

　
地
元
民
待
望
の
公
立
保
育
所
を
下
．
総
額
一
千
三
樹
二
十
万
円
と
な
っ
て

条
四
丁
日
の
へ
き
地
保
育
所
跡
に
建
い
ま
す
。

築
す
る
こ
と
に
な
り
、
先
月
二
十
八
　
　
新
築
さ
れ
る
公
立
保
育
所
は
、
自

日
着
工
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
動
火
災
警
報
設
備
な
ど
も
あ
り
近
代

　
完
成
は
、
十
一
月
中
旬
を
予
定
し
的
で
設
備
も
充
実
し
禾
満
児
も
取
り

て
お
り
、
建
物
は
木
造
二
階
建
、
床
あ
つ
か
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

面
積
四
九
五
・
八
平
方
層
で
工
事
費

強
化
、
交
通
巡
視
員
制
度
を
新
設
、

指
定
地
域
で
進
行
方
向
別
に
指
定
さ

れ
た
通
行
区
分
に
従
っ
て
走
行
す
る

こ
と
を
義
務
づ
け
、
普
通
免
許
で
よ

か
っ
た
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
運
転
資
格

を
大
型
免
許
に
引
き
上
げ
た
等
が
大

き
な
特
色
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
以
下
道
路
変
通
法
の
主
な
改
正
点

と
し
て
は

▽
飲
酒
運
転
の
全
面
禁
止
と
罰
則
の

　
強
化

①
呼
気
一
潟
に
つ
き
ア
ル
コ
ー
ル
○

　
・
二
五
デ
膠
以
下
で
も
罰
せ
ら
れ

　
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
警
官
と
同
じ
権
限
を
持
た
せ
、

②
飲
酒
運
転
に
関
す
る
検
査
を
拒
否
　
　
街
頭
で
交
逓
整
理
や
歩
行
者
保
護

　
す
る
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
　
　
　
　
を
す
る
。

③
運
転
す
る
者
に
酒
類
を
提
供
し
た
▽
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
運
転
賛
格
の
強
化

　
り
飲
酒
を
す
す
め
る
と
罰
せ
ら
れ
①
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
だ
定
員
十
一
人
以

　
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
三
卜
人
末
満
の
屯
）
は
大
型
車

▽
悪
質
運
転
者
を
排
除
　
　
　
　
　
　
　
と
す
る
。

①
免
許
取
消
し
後
の
欠
格
期
間
が
三
　
　
た
だ
し
、
施
行
前
に
筑
H
通
免
許
を

　
年
以
内
の
指
足
期
限
に
延
長
さ
れ
　
　
受
け
で
、
い
る
人
は
、
来
年
の
二
月

　
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
九
日
ま
で
そ
の
ま
ま
マ
イ
ク
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
ス
を
運
転
で
き
る
。

▽
安
全
運
転
管
理
者
の
責
任
強
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
違
反
行
為
に
対
す
る
基
礎
点
数
の
．

①
無
免
許
運
転
や
過
労
運
転
、
酒
酔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
整
備

　
運
転
を
さ
せ
た
り
、
黙
認
し
た
安

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酒
酔
い
運
転
上
否
川
（
旧
九
点
）

　
全
運
転
管
理
者
の
罰
則
を
引
き
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
行
区
分
違
反
二
点
、
幼
児
等
通

　
げ
て
違
反
運
転
者
と
同
じ
に
す
』

　
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
妨
害
二
点
（
新
設
）
。

▽
交
通
反
則
通
告
制
度
の
適
用
範
囲
　
　
繭
の
増
産
を

　
の
拡
大
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
糸
の
消
費
は
年
ん
ふ
え
て
、
繭

①
少
年
の
反
則
者
に
も
反
則
通
告
制
の
生
産
が
全
国
的
に
不
足
し
て
い
ま

　
度
を
適
用
す
る
。
　
　
　
　
　
　
す
。
市
で
は
、
全
国
と
県
の
繭
増
産

▽
都
市
交
通
規
制
等
の
た
め
の
措
置
推
進
協
議
会
の
趣
旨
の
も
と
に
繭
増

　
　
新
た
に
「
キ
ー
ブ
レ
ー
ン
（
車
線
産
運
動
の
一
還
と
し
て
、
重
点
部
落

　
順
守
）
」
方
式
を
採
用
し
、
交
差
の
推
進
会
議
、
各
養
蚕
農
家
に
チ
ラ

　
点
周
辺
で
は
進
行
方
向
別
に
指
定
シ
の
配
布
等
を
行
な
っ
て
き
ま
し

　
さ
れ
た
通
行
区
分
に
従
っ
て
走
行
た
。

　
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
勝
　
　
今
年
の
蚕
期
は
、
あ
と
晩
秋
蛋
だ

　
手
に
右
左
折
で
き
な
く
な
っ
た
。
　
け
と
な
り
ま
し
た
が
、
桑
の
葉
を
残

▽
交
通
巡
視
員
制
度
の
新
設
　
　
　
　
さ
す
繭
に
か
え
て
収
入
の
増
加
を
は

　
人
手
不
足
の
交
通
警
官
に
か
わ
っ
　
か
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
時
間
内
に
受
診
し
ま
し
ょ
う

医
師
会
は
、
八
月
一
日
か
ら
研
修
時
間
の
確
保
と
経
営
労
務
管
理
の

合
理
化
な
ど
を
目
的
と
し
て
診
療
時
間
を
定
め
て
窓
口
に
表
示
し
て

い
ま
す
。
事
業
主
及
び
被
傑
険
者
の
皆
様
も
こ
の
趣
旨
を
理
解
し
て

急
病
以
外
は
時
間
内
に
受
診
す
る
よ
う
ご
協
力
下
さ
い
。
（
新
潟
県
）

　
　
市
展
の
出
品
作
品
を
募
集

　
市
で
は
、
第
三
回
十
日
町
市
美
術
展
を
十
一
月
十
二
日
（
木
）
か

ら
三
日
間
市
民
体
育
舘
で
行
な
い
ま
す
の
で
、
つ
ぎ
の
と
お
り
作
品

を
募
集
し
ま
す
。

▽
作
品
日
本
画
、
洋
画
、
新
し
い
美
術
、
書
道
、
写
真
で
点
数

　
　
　
　
大
き
さ
は
制
限
し
な
い
。

▽
出
品
料
　
各
部
と
も
一
点
二
百
五
十
円

▽
搬
　
入
　
十
一
月
六
日
（
金
）
ま
で
に
市
公
民
舘
に
持
参
し
て
く

　
　
　
　
だ
さ
い
。

▽
そ
の
他
　
審
査
は
、
十
一
月
七
日
市
公
民
舘
で
行
な
い
、
優
秀
作

　
　
　
　
品
に
は
市
展
賞
、
奨
励
賞
、
佳
作
賞
を
授
与
し
ま
す
。

　
　
分
譲
宅
地
を
募
集
旭
ヶ
丘
団
地

　
新
潟
県
住
慾
供
給
公
祉
で
は
、
旭
ケ
丘
団
地
の
分
譲
宅
地
を
つ
ぎ

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▽
申
し
込
み
期
日
　
九
月
十
六
日
か
ら
三
十
日
ま
で

▽
甲
し
込
み
先
　
市
役
所
都
市
開
発
課

▽
面
積
　
一
区
劃
二
〇
二
・
八
七
平
方
材
～
二
一
二
・
四
九
平
方
層

　
　
　
　
（
六
一
坪
～
六
四
坪
）

▽
価
格
　
一
平
方
材
詣
り
四
千
二
百
四
十
一
円
（
坪
蚤
り
一
万
四
千

　
　
　
　
二
＋
円
）

▽
申
し
込
み
賓
格
　
引
渡
し
後
二
年
以
内
に
住
宅
を
建
築
す
る
方
。

た
だ
し
都
合
で
二
年
以
内
に
建
築
で
き
な
い
方
は
公
社
と
協
議
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

▽
融
資
　
住
宅
金
融
公
庫
よ
り
住
宅
を
建
築
す
る
際
、
土
地
、
建
物

　
　
　
　
に
つ
い
て
融
資
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

融
資
額
　
約
百
十
万
円
年
利
五
分
五
厘
で
十
八
年
償
還

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
都
甫
開
発
課
に
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
（
電
話
七
昼
三
二
番
）

　
　
東
京
十
日
町
会
1
5
周
年
記
念
総
会

日
　
時
　
丁
月
十
日
午
後
一
時
開
会

会
場
H
黒
雅
叙
園
国
電
山
手
線
目
黒
駅
下
車
三
分
（
行
人
坂

　
　
　
　
下
4
電
話
東
京
（
四
九
一
）
四
一
二
番

会
　
費
　
金
ニ
ヂ
円
也

そ
の
他
　
一
、
余
興
多
数

　
　
　
　
二
、
来
蜜
は
、
郷
里
そ
の
他
よ
り
多
数
出
席
の
予
定

　
　
　
　
三
、
在
京
者
及
び
近
隣
在
住
者
の
名
簿
を
作
成
し
ま
す
の

　
　
　
　
で
、
住
所
、
氏
名
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

東
京
十
円
町
会
　
東
京
都
豊
島
区
西
池
袋
四
－
八
ー
十

　
　
　
　
　
　
　
電
話
東
京
（
九
八
二
）
四
四
〇
八
番

　
　
　
停
電
の
お
し
ら
せ

九
月
二
十
八
日
午
前
八
時
か
ら
正
午
ま
で
本
町
二
丁
目
（
の
と
や
）

～
本
町
一
丁
目
（
朝
日
堂
）
、
榎
川
ぞ
い
（
本
町
東
一
丁
目
）
宮
下

東
、
宮
下
西
、
九
月
二
十
九
日
午
前
九
時
か
ら
午
後
一
時
ま
で
津

池
、
菅
沼
、
大
池
、
赤
倉

一376一
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十
月
闘

　
　
　
　
　
　
調
査

日
は
国
勢
調
査

　
大
正
九
年
の
第
一
回
国
勢
調
査
か

ら
数
え
て
第
十
一
回
目
の
国
勢
調
査

が
十
月
一
日
全
国
い
っ
せ
い
に
行
な

わ
れ
ま
す
。

　
国
勢
調
査
は
国
の
も
っ
と
も
基
本

的
な
統
計
調
査
で
都
道
府
県
や
、
市

町
村
ご
と
の
人
口
や
世
帯
数
、
男
女

別
、
年
令
別
、
職
業
別
な
ど
の
構
成

を
明
ら
か
に
し
又
、
学
校
や
住
宅
、

道
路
の
建
設
、
老
人
福
祉
対
策
等
各

種
の
行
政
に
直
接
役
立
つ
資
料
を
得

る
た
め
に
行
．
な
わ
れ
ま
す
。

調
査
の
時
期

と
方
法

　
市
で
は
、
市
内
を
二
百
七
十
三
調

査
区
に
分
け
約
二
百
六
十
名
の
調
査

員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
員
は
、
九
月
二
十
四
日
か
ら

各
世
帯
に
調
査
票
と
記
入
例
を
配
付

む
ま
す
の
で
各
世
帯
は
、
十
月
↓
日

午
前
零
時
現
在
に
葡
い
て
前
一
週
問

の
状
態
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
記
入
に
あ
た
っ
て
は
、
調
査
票
裏

面
の
「
記
入
上
の
注
意
」
や
「
記
入

例
」
を
よ
く
読
ん
で
か
ら
調
査
票
に

記
入
さ
れ
る
よ
う
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
記
入
さ
れ
た
調
査
票
は
十
月
一
日

か
ら
調
査
員
が
回
収
に
岡
い
ま
す
。

二
十
二
項
目

を
調
査
、

　
今
回
は
つ
ぎ
の
二
十
二
項
目
を
調

査
し
ま
す
。

に
ご
協
力
を

24

日
か
ら
調
査
票
を
配
布

　
、1
人
口
の
基
本
的
属
性
と
し
て
氏

　
名
、
世
帯
主
と
の
続
き
柄
、
男
女

　
の
別
、
出
生
の
年
月
、
国
籍
、
配

偶
の
関
係
。

2
、
入
口
の
動
向
を
予
測
す
る
た
め

　
に
既
婚
年
数
と
、
い
ま
ま
で
に
生

ん
だ
子
供
の
数
。

3
、
人
口
の
移
動
状
況
と
し
げ
㌧
現
住

　
居
に
入
居
し
た
時
期
と
前
住
地
。

4
、
経
済
活
動
と
し
て
仕
事
を
し
た

　
か
ど
う
か
の
別
、
従
業
上
の
地
位

　
勤
め
先
、
事
業
の
種
類
、
本
人
の

仕
事
の
種
類
。

5
、
通
勤
、
通
学
の
交
通
対
策
と
し

　
て
従
業
地
、
通
学
地
ま
で
の
利
用

交
通
手
段
。

6
、
世
帯
と
住
宅
の
状
況
と
し
て
世

　
帯
の
種
類
。
住
居
の
種
類
、
居
住

室
数
、
畳
数
。

7
、
家
計
の
収
入
の
種
類
。

　
各
調
査
区
の
調
査
員
は
次
の
通
り

で
す
。国

勢
調
査
員
氏
名

（
本
町
六
丁
目
）
大
島
栄
作
、
、
関
口

幸
作
、
大
熊
喜
作
、
根
津
平
六
、
柴
沢

寿
栄
、
佐
藤
正
彦
（
製
糸
工
場
寮
）

関
口
幸
作
（
本
町
五
丁
目
）
関
口
美

影
（
田
中
本
通
り
）
渡
辺
勇
、
中
林

勇
雄
（
川
原
町
）
庭
野
光
夫
、
小
海

義
輝
（
田
川
町
一
丁
目
）
．
池
田
作
三

（
田
川
町
二
丁
目
）
湯
沢
謹
治
（
田

川
町
三
丁
目
）
池
田
昭
．
伍
、
柳
栄
三

郎
（
学
校
町
）
矢
口
辰
幸
、
宮
入
昭

二
（
水
野
町
）
野
口
甲
一
（
若
宮

町
）
阿
部
国
治
（
田
中
町
東
）
関
口

守
次
（
田
中
西
）
庭
野
秀
矩
（
本
町

四
丁
目
）
半
間
信
典
（
西
浦
町
東
）

杉
本
忠
（
西
浦
町
西
）
池
田
熊
治

（
稲
荷
町
一
丁
目
）
上
原
貞
蔵
（
稲

荷
町
二
丁
目
）
中
林
順
治
（
根
茂

寮
）
児
玉
健
一
（
八
幡
田
町
）
関
口

定
二
（
稲
荷
町
三
丁
目
北
）
高
橋
義

昭
、
．
島
田
春
治
（
稲
荷
町
三
丁
目
本

通
り
）
阿
部
昭
平
、
小
川
修
平
（
稲

荷
町
四
丁
目
）
矢
口
昭
治
、
酒
井
三

郎
（
稲
荷
町
三
丁
目
南
）
高
橋
忠
平

（
千
代
田
町
）
関
口
三
郎
（
昭
和
町

一
丁
目
）
【
田
口
健
作
、
阿
部
善
次

（
昭
和
町
二
丁
目
、
西
寺
町
）
村
山

紀
雄
（
昭
和
町
三
丁
目
）
森
本
ス
ミ

ヱ
（
昭
和
町
四
丁
目
）
小
林
丑
太
郎

（
旭
町
）
小
川
修
平
（
駅
通
り
）
阿

部
子
之
松
、
田
口
勝
（
加
賀
糸
屋

町
（
根
津
高
明
（
関
口
樋
口
町
）
田

村
孝
次
郎
（
本
町
三
丁
目
）
富
田
五

郎
平
（
神
明
町
）
徳
永
泰
三
（
諏
訪

町
）
田
村
喜
作
（
島
）
春
日
勝
、
庭

野
貞
作
（
丸
山
町
）
桑
原
要
人
（
宗

町
）
庭
野
栄
作
（
七
軒
町
）
高
橋
米

蔵
（
本
町
二
丁
目
）
山
内
士
郎
（
、
宮

下
町
西
）
小
野
塚
宏
ズ
宮
下
町
東
）

福
原
栄
治
（
本
町
一
丁
目
上
）
滝
沢

文
吉
（
本
町
一
丁
目
下
）
池
田
鉄
英

（
本
町
東
一
丁
目
）
田
村
猛
（
本
町

西
一
丁
目
）
宮
内
喜
平
（
袋
町
東
）

本
田
隆
治
（
袋
町
中
）
山
田
真
佐

栄
（
袋
町
西
）
小
杉
広
作
（
高
田

町
一
丁
目
）
関
口
正
道
（
高
田
町

二
丁
目
）
関
口
梅
男
（
高
田
町
三

丁
目
東
）
村
山
ハ
ル
イ
（
高
田
町

三
丁
目
西
）
小
宮
山
正
巳
（
高
田
町

三
丁
目
南
）
田
川
正
三
、
庭
野
国

吉
（
栄
町
）
小
島
貞
治
（
十
日
町

病
院
）
相
沢
正
己
（
滝
又
寮
）
井

上
清
吉
（
関
芳
住
吉
寮
）
渡
辺
一

（
軽
沢
）
阿
部
孫
一
（
津
池
）
小
林

好
一
（
江
道
、
猿
倉
）
金
沢
友
古

（
菅
沼
）
庭
野
栄
松
（
大
池
）
重
野

国
彦
（
赤
倉
）
庭
野
忠
郎
（
高
田
町

四
丁
目
）
高
橋
ヒ
サ
（
高
田
町
五
丁

目
）
池
田
定
次
（
山
本
町
一
丁
目
）

樋
口
彰
（
山
本
町
二
丁
日
）
渡
辺
正

雄
（
山
本
町
三
丁
日
）
村
山
義
政

（
山
本
町
四
丁
目
、
五
丁
目
）
阿
部

民
男
（
関
芳
女
子
寮
）
渡
辺
一
（
高

山
第
一
）
吉
田
房
吉
（
高
山
第
、
一
）

小
海
よ
う
（
高
山
第
三
）
真
霜
伊
佐

美
（
高
山
節
四
）
池
田
庄
平
（
高
山

第
六
）
関
口
秀
夫
（
高
山
第
七
）
岡

村
治
喜
（
江
戸
屋
寮
）
水
野
二
郎

（
春
日
町
一
丁
目
）
島
田
紀
雄
（
春

日
町
二
丁
目
）
柳
辰
春
（
春
日
町
三

丁
目
）
関
口
徳
二
、
高
橋
万
、
平
（
千

歳
町
、
寿
町
、
河
内
町
）
西
野
繁

（
川
治
下
町
一
）
村
山
．
辰
．
平
（
川
治

下
町
二
）
関
谷
昭
幸
（
川
治
下
町

三
）
須
藤
彦
四
郎
（
川
治
内
後
）
関

谷
利
一
（
川
治
中
町
）
島
田
弘
（
川

　
【
国
勢
調
査
の
シ
ン
ボ

　
　
ル
マ
ー
ク
】

治
上
町
）
平
野
喜
三
郎
（
谷
内
丑
）

樋
口
喜
一
、
大
島
富
士
雄
（
北
新

田
）
松
沢
常
松
、
岡
村
建
治
（
城
之

右
）
高
橋
秀
雄
（
城
之
省
二
）
小
林

重
一
（
．
長
黒
、
控
木
）
風
間
長
一
郎

（
稲
子
平
）
阿
部
鉄
治
（
落
之
水
）

斉
木
孝
允
戸
笹
之
沢
）
服
部
正
義

（
関
根
、
浅
之
平
）
南
雲
幸
一
（
池

之
平
、
孕
石
）
村
山
叉
吉
（
田
麦
）

福
崎
正
幸
（
ニ
ッ
屋
）
俵
山
．
止
亥

　
（
塩
之
叉
）
桑
原
福
一
（
船
坂
）
徳

永
義
雄
（
山
谷
、
麻
畑
）
柳
栄
六

　
（
中
村
）
小
杉
茂
（
新
座
第
一
）
樋

口
一
男
、
樋
口
義
助
（
新
座
笛
二
）

樋
熊
茂
夫
（
新
座
第
三
）
庭
野
正
平

　
（
新
座
第
四
）
越
村
芳
平
（
睦
寮
）

樋
熊
三
平
（
本
町
七
丁
目
一
）
西
野

友
吉
（
本
町
ヒ
丁
目
二
）
高
橋
茂

　
（
四
日
町
新
田
第
二
）
太
田
保
（
四

㎜
日
町
新
田
第
一
）
小
宮
山
三
次
（
四

日
町
新
田
笛
三
）
小
川
貫
吉
、
池
田

熊
蔵
（
四
日
町
新
田
第
四
）
丸
山
冨

士
郎
（
四
日
町
笛
一
）
小
川
基
平

　
（
四
日
町
第
二
）
小
川
信
一
、
滝
沢

亮
作
（
四
日
町
第
三
）
二
瓶
清
一
、

内
藤
喜
一
郎
（
四
日
町
第
四
）
金
子

松
二
（
入
山
、
池
谷
）
山
本
徳
政

　
（
焼
野
、
嘉
勝
）
池
旧
伊
勢
松
（
新

水
）
久
保
田
俊
作
（
宇
田
力
沢
、
菅

沼
）
水
落
昭
松
（
出
新
田
、
小
貫
、

紫
倉
）
水
落
占
治
（
東
枯
木
叉
、
西
枯

木
叉
）
阿
部
昭
占
（
蕨
．
平
）
大
島
昭
男

　
（
三
ッ
山
）
大
津
田
松
（
美
女
木
、

高
場
）
村
由
音
蔵
（
北
原
）
池
田
一

雄
（
中
条
病
院
）
、
平
沢
武
四
（
梅

沢
）
上
田
蘇
一
郎
（
中
条
新
田
）
和

田
孝
一
（
峠
）
須
藤
宏
へ
島
）
小
泉

丑
松
、
岡
田
孝
作
（
下
町
）
樋
熊
久

一
雄
（
中
町
）
田
村
喜
作
（
背
戸
）
中

林
栄
三
郎
（
上
町
）
樋
口
健
一
、
和

田
喜
一
（
旭
町
）
岩
田
敏
夫
、
田
口

新
一
（
上
原
）
大
熊
正
三
（
八
幡
、

塚
田
）
小
宮
山
正
治
（
太
子
堂
）

小
宮
出
慶
一
（
尾
崎
）
小
川
一
兀
（
五

軒
新
田
）
小
川
修
治
（
市
之
沢
）
佐

藤
．
健
吉
（
魚
ノ
田
川
）
大
津
三
作

（
轟
木
）
藤
木
公
栄
（
新
光
寺
）
藤

巻
亮
（
下
山
）
山
田
勇
雄
（
水
口
）

長
谷
川
司
（
新
保
）
藤
囲
秀
雄
（
貝

ノ
川
）
小
林
鉄
雄
（
仙
之
山
）
中
町

昭
二
（
為
永
）
中
町
由
雄
、
村
山
悦

司
（
野
田
蟹
沢
）
村
山
実
久
（
山

根
）
村
川
貞
夫
（
山
．
石
野
）
村
山
嘉
一

（
下
条
中
央
通
り
）
近
藤
豊
（
桑

原
）
池
田
仲
弘
（
廿
日
城
、
原
）
樋

熊
串
坐
　
（
原
）
生
越
伊
三
郎
（
山

際
）
水
落
武
（
上
新
田
第
一
）
近
藤

三
郎
（
上
新
旧
第
一
、
）
長
谷
川
深
蔵

（
上
新
田
第
三
）
角
由
重
治
（
塩

野
）
樋
口
武
雄
　
（
願
入
）
水
落
宏

（
平
）
小
島
袈
娑
信
（
漉
野
）
円
村

文
占
（
ニ
タ
子
）
水
落
健
之
助
（
慶

地
）
小
宮
山
達
男
（
稲
菓
）
入
旧
博

（
出
谷
）
渡
辺
敏
一
、
酒
井
一
郎

（
小
泉
）
小
沢
オ
吉
、
長
野
利
雄
、
柳

良
二
　
（
樽
沢
）
春
田
義
信
へ
北
鐙

坂
）
小
由
賢
｝
郎
、
栗
林
鎌
一
、
島

田
米
蔵
（
南
鐙
坂
）
保
坂
久
一
、
保

坂
敬
治
（
高
島
）
野
上
利
雄
、
野
上

浩
（
鉢
）
尾
身
正
作
、
尾
身
幸
平
、

尾
身
斉
治
郎
（
中
手
）
江
村
平
古

（
名
ヵ
出
）
羽
鳥
茂
信
（
中
平
）
尾

身
昭
一
（
細
尾
、
天
池
）
村
山
安
男

（
池
之
尻
、
漆
島
）
福
崎
仁
太
郎

（
池
沢
）
樋
口
正
徳
（
鍬
柄
沢
）
桑

原
昭
夫
（
野
中
）
樋
口
政
信
（
当

間
）
小
海
清
正
（
二
俣
口
）
島
田
重

臣
（
南
雲
）
桑
原
久
雄
（
中
在
家
）

樋
口
辰
雄
（
市
之
沢
）
飯
塚
利
平

（
珠
川
）
金
沢
昭
平
（
新
宮
第
一
）

金
沢
建
一
（
新
宮
第
二
）
樋
口
久
一

（
小
黒
沢
）
宮
沢
国
一
（
大
里
、
｛
沢
）

柳
初
男
（
伊
達
笛
一
）
宮
沢
旭
雄

（
伊
遠
第
二
）
宮
沢
長
松
（
伊
達
第

．
冠
y
村
出
賢
一
（
伊
達
第
四
）
佐
藤

忠
美
（
土
市
第
一
）
上
村
広
作
、
上

村
茂
樹
（
土
市
第
二
）
太
旧
清
次

（
土
市
第
三
）
上
村
政
．
平
（
土
市
第

四
）
上
村
厳
（
太
田
島
第
一
）
金
沢

好
夫
（
太
田
島
第
二
）
金
沢
節
蔵

（
太
旧
島
第
三
）
上
村
甘
．
ハ
吉
（
養
老

院
）
上
村
誠
作
（
協
第
一
）
保
坂
厳

（
姿
第
二
）
保
坂
兼
弘
（
安
養
寺
）

古
沢
弘
（
馬
場
第
一
）
太
田
忠
勝

（
馬
場
粥
二
）
金
沢
勤
、
爾
（
馬
場
衛

三
）
窩
井
武
正
（
罵
場
第
四
）
富
井

一
夫
（
水
沢
第
一
）
金
非
啓
三
郎

（
水
沢
第
二
）
大
口
軍
市
（
水
沢
第

一
一
一
）
福
島
一
集
学

一
漏
＝
…
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一
…
に
雲
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一
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颪
＝
…
5
璽
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胆
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■
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園
…
卿
璽
…
賢
璽
…
■
■
…
爾
一
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一
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…
■
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胸
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」
胴
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■
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…
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赤
倉
簡
水
配
水
地

赤
倉
地
区
に
簡
易
水
道

　
赤
倉
地
区
簡
易
水
道
（
給
水
人
口

芸肖

二
十
名
）
が
、
総
事
業
費
四
丙

四
万
八
千
三
．
白
九
十
四
円
で
こ
の
ほ

ど
完
成
、
部
落
民
や
山
の
子
ら
に
薄

ぱ
れ
て
い
ま
す
。

　
水
源
は
、
赤
倉
地
内
堂
の
沢
の
湧

水
を
利
用
し
配
水
池
か
ら
白
然
流
下

で
各
戸
に
給
水
、
給
水
巖
は
ひ
と
り

　
　
　
　
　
十
月
か
ら
実
施

国
民
年
金
に
加
算
年
金
制
度

　
　
　
　
　
保
険
料
は
一
ヵ
月
三
五
〇
円

　
い
ま
ま
で
の
国
民
年
金
は
、
加
入

し
て
い
る
人
が
誰
で
も
同
じ
額
の
保

除
料
を
納
め
て
同
じ
額
の
隼
金
を

受
け
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
十
月
か
ら
所
得
比
例
制
の
加
算

年
金
制
度
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
所
得
の
あ
る
人
で

も
っ
と
高
い
年
金
を
受
け
よ
う
と
希

望
す
る
人
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も

の
で
、
定
額
保
険
料
（
四
百
五
十

円
）
の
ほ
か
加
算
保
険
料
と
し
て
一

ヵ
月
三
百
五
十
円
を
今
年
十
月
か
ら

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
加
算
年
金
制
度
に
加
入
ご

希
望
の
方
は
市
民
課
国
民
年
金
係
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
国
民

年
金
の
被
保
険
者
で
あ
れ
ば
、
加
算

年
金
制
度
に
加
入
で
き
ま
す
が
、
所

得
の
な
い
人
や
定
額
保
険
料
を
免
除

さ
れ
て
い
る
人
は
除
外
さ
れ
ま
す
。

◎
受
け
る
老
齢
年
金
額

　
二
十
．
五
年
間
加
算
保
険
料
を
納
め

た
人
の
年
額
は
十
。
五
万
円
と
な
り
、

加
算
年
金
制
度
に
加
入
し
な
い
人
に

く
ら
べ
．
五
ガ
四
千
円
（
月
四
千
五
酉

円
）
多
く
も
ら
い
ま
す
。

又
、
四
十
年
問
加
算
保
険
料
を
納
め

た
人
は
、
二
十
四
万
円
と
な
り
、
加

算
年
金
制
度
に
加
入
し
な
い
人
に
く

ら
べ
年
額
八
万
六
千
四
百
円
（
月
七

千
二
百
円
）
多
く
も
ら
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◎
年
金
．
額
の
計
算
方
法

　
加
算
年
金
額
の
算
出
方
法
は
、
保

険
料
を
約
め
た
月
数
×
、
八
○
円
旨

年
金
額
と
な
り
ま
す
。

・
二
十
五
年
間
加
算
保
険
料
を
納
め

た
場
合
は
、
定
額
分
（
三
二
〇
円
＼

十
二
月
×
二
五
年
日
九
万
六
千
円
）

＋
加
算
年
金
分
（
一
八
O
円
×
十
二

月
×
二
．
五
年
肖
五
．
力
四
千
円
）
目
十

五
ガ
円
の
老
齢
年
金
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
民

課
国
民
年
金
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
　
（
電
語
⑦
三
二
一
番
）

一
目
平
均
百
拐
（
日
、
平
均
二
十
三
立

方
揖
）
ひ
と
り
一
日
最
大
給
水
量
は

百
．
五
十
切
（
日
最
大
三
十
四
立
方

材
）
、
ひ
と
り
一
日
時
間
最
大
給
水

量
三
百
切
（
時
間
最
大
二
・
八
．
五
平

方
耕
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

受
給
要
件
に

抑
留
加
算

　
　
旧
軍
人
等
の
普
通
恩
給

　
終
戦
後
、
南
西
諸
島
（
沖
縄
方

而
）
小
笠
原
諸
島
、
硫
黄
列
島
、
爾

鳥
島
、
千
島
列
島
な
ど
の
地
域
で
抑

留
さ
れ
た
者
や
海
外
で
拘
禁
さ
れ
た

者
に
抑
留
加
算
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。
以
前
こ
の
加
算
年
が
な
い
た
め

在
職
年
が
た
り
な
い
で
普
通
恩
給
受

給
要
件
に
該
当
さ
れ
な
か
っ
た
方
は

市
社
会
福
祉
事
務
所
に
印
し
出
て
く

だ
さ
い
。

▽
当
該
抑
留
期
閥
の
一
月
に
つ
き
一

　
月
の
加
算
年
を
加
え
る
。

ヲ
、
当
該
拘
禁
期
問
．
月
に
っ
さ
．

　
の
加
算
年
を
加
え
る
。

」」

　
時
局
講
演
ム
諏

二
十
八
H
午
後
一
時
商
工
福
祉
会
舘

藤
原
弘
達
氏
（
各
政
党
に
も
の
…
す
）

　
自
動
車
の
排
気

　
ガ
ス
規
制
に
げ
』

　
協
力
を

　
自
動
車
に
よ
る
排
気
ガ
ス
公
害
が

現
在
大
き
な
社
会
問
題
と
さ
れ
全
国

的
に
対
策
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
ほ
ど
ガ
ソ
リ
シ
を
．

使
川
し
て
い
る
庁
川
車
全
部
に
排
気

ガ
ス
規
制
装
置
「
ガ
ス
オ
ー
マ
イ
ザ

ー
市
価
取
り
付
け
料
と
も
八
千
八
百

円
」
を
取
り
付
け
、
公
寓
防
止
に
勢

め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
臼
叡
用
車
を
狗
持
ち
の
皆
さ
ん
か

ら
も
臼
主
的
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
な
お
、
自
動
車
の
排
気
ガ
ス
公
筈

は
、
ガ
ソ
リ
ン
躯
の
排
気
ガ
ス
中
の

　一

酸
化
炭
素
が
間
．
題
視
さ
れ
る
訳
で

す
r
。

農
地
の
転
用
は
許
可
後
に

　
農
地
（
田
、
畑
）
を
住
宅
や
工
場

敷
地
に
す
る
場
合
や
、
農
地
に
果
樹

以
外
の
樹
木
を
植
林
し
よ
う
と
す
る

場
合
は
、
必
す
県
知
事
の
許
可
を
受

け
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

　
最
近
、
特
に
工
事
を
急
ぐ
あ
ま
り

事
前
転
用
を
す
る
方
が
あ
り
ま
す
。

　
低
生
産
地
や
労
力
不
足
等
の
関
係

で
、
や
む
を
得
す
農
地
に
植
林
す
る

場
合
等
も
必
ら
す
許
酊
を
受
け
て
か

ら
植
林
す
る
よ
う
皆
さ
ん
の
徹
底
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
農
地
法
は
ち
か
ぢ
か
改
正

　
の
予
定

　
農
地
法
が
改
正
さ
れ
ま
す
と
、
違

反
行
為
は
、
従
来
に
も
ま
し
て
厳
し

く
な
り
、
許
可
の
取
消
し
、
工
事
の

中
止
、
原
状
回
復
な
ど
の
厳
し
い
罰

則
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
農
地
を
潰
廃
転
用
す
る
場
合
は
、

こ
れ
ら
の
点
に
十
分
留
意
の
う
え
、

必
ら
す
農
業
委
員
会
に
申
清
し
、
県

知
事
の
許
可
を
受
け
た
後
に
着
工
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
詳
細
は
市
農
業
委
員
会
事

務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

た
ば
こ
は
市
内
で

買
い
ま
し
ょ
う

　旅行や出

張
、
出
か
せ
ぎ
の
さ
い

た
ば
こ
は
市
内
の
小
売
店
か
ら
買
い

ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
ほ
ん
の
わ
す

か
な
心
が
け
で
た
ば
こ
消
費
税
が
市

に
入
り
ま
す
。
例
え
ぱ
、
旅
行
の
さ

い
二
十
本
入
り
た
ぱ
こ
一
個
を
市
内

の
小
売
店
か
ら
買
い
ま
す
と
、
十
三

円
八
十
六
銭
の
た
ば
こ
消
費
税
が
市

の
収
入
と
な
り
ま
す
。
た
ば
こ
消
費

税
の
税
率
は
十
八
・
一
％
で
す
が
、

昭
和
四
十
四
年
度
一
力
年
で
、
市
の

収
入
ど
な
っ
た
、
た
ぱ
こ
消
費
税
の

金
額
は
五
千
五
十
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
税
金
は
、
学
校
や
道
路

そ
の
他
皆
さ
ん
の
た
め
に
有
効
に
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
不
明
の
点
は
、
市
税
務
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

急性灰白随炎（生ワタ）酬蜜：1：1、｝生れの者2回目§ll：1：1、｝生れの者

1・日町、新座、大片田、高山

春H、寿町、丁歳日1

10月1日

前9：30～11：00 市民体育館
水　沢　地　区 后1：30～2：30 水沢出張所
吉　田　地　区 后1：30～2：00 吉田出張所
川　治　地　区

10月2日

ル
目り9：30～10：30 川治公民館

六　ケ　地　区
』’

月リ10：45～11：00 六ヶ小学校

中　条　地　区
10月6日

晶
削 9：30～10：00 中条公民館
前10115～10：30 飛一小学校

下　条　地　区 前11：00～h：30 下条出張所

り保

（胸部レントゲン撮影）

実　施　部　落 実施月日 実　旋　時　間 実　施　場　所

願　　　　　入
．9月16日

前10：00～11：30 願入冬期分校
塩　　　　　野 后1：00～3：00 近．1、氏作業所

二　　夕　　子
9月17日

前10：00～11＝30 二夕子冬期分校

慶　　　　　地 后1100～2二30 慶地嘱託員宅
中条市之沢 9月18日

前10＝OO～11：30 市之沢作業所
上新田1、2、3山際唱部 后1二30～3：00 上新田公民館

野中、池沢、漆島、二俣r］ 9月24日 后1：00～2二30 野　中　小　学　校

鍬　　柄　　沢 前10：30～11～30 鍬柄沢冬期分校

当　　　　　間 后1：30～3：00 当間冬期分校

対
匁
者

　
ニ
レ
し

　
ト
ロ
町
出
地
、
中
条
田
地
、
水
沃

地
区
の
一
部
（
野
中
小
学
校
）
、
下

条
地
区
の
一
部
（
東
下
組
小
学
校
）

六
箇
、
八
箇
地
区
、
吉
田
地
区
は

一
、
四
期
他
は
一
、
三
期
。

三
回
日

　
全
地
．
区
と
も
一
期
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